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※面接や訪問にも応じます。（無料）�

プライバシー厳守�
10985-71-4366
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　平成２２年度の美郷町消防団組織は次のとおりで、これから災害時期を
迎えるにあたり、団員の出動が増えることが予想されますが、御理解いた
だき、側面からの御協力をよろしくお願いいたします。�

　農業委員会では、地域農業の構造
政策の推進や農地行政の適正な執
行のために、農業者の声を吸い上げ、
農業行政に対する要望・意見具申な
どの行政事務を行っています。�
　本町の農業委員は、選挙による委
員18名と選任委員3名の合計21名で
構成され、農業委員一人ひとりが集
落できめ細かな世話役活動を展開し
ています。�
　平成22年度の美郷町農業委員会
の活動計画は次のとおりですが、農
地の権利移動等でご不明な点等が
あれば、お近くの農業委員にご遠慮
なくご相談ください。�
�

�

�
　
５
月
７
日
、
平
成
２２
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
・

第
１４
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
知
事
伝
達

式
が
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
旭
日
小
綬
章
を
受
賞
し
た
林
田
さ
ん
は
、

昭
和
４
３
年
に
当
選
以
来
、
平
成
１７
年
ま
で

の
１０
期
３８
年
の
永
き
に
わ
た
り
西
郷
村
長

を
務
め
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
の
３
村
合
併

に
よ
る
美
郷
町
誕
生
に
大
き
な
指
導
力
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
初
代
美
郷
町
長
に
当

選
し
、
新
生
美
郷
町
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。�

　
西
郷
村
時
代
に
は
、
村
お
こ
し
の
合
言
葉

と
し
て
掲
げ
た「
３
Ｓ
運
動
」(

産
業
の
振
興

＝
物
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
＝
人
づ

く
り
、
新
生
活
運
動
の
推
進
＝
社
会
づ
く
り)

を
展
開
し
、
ま
た
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
進

学
率
の
向
上
を
図
る
た
め
全
国
で
初
め
て
と

な
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
開
始
す
る
な

ど
、
住
民
が
安
心
と
希
望
を
持
ち
生
活
で
き

る
環
境
の
整
備
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
２４
名
の
受
賞
者
は
お
一
人
ず
つ
東
国
原
知

事
よ
り
伝
達
を
受
け
、
式
終
了
後
は
知
事

と
記
念
撮
影
を
行
う
な
ど
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

�

　宮崎日日新聞社が毎週月曜付「宮日文芸面」の
優れた投稿者に贈る宮日文芸賞「歌壇賞」を南郷
区の末永タカ子さんが受賞しました。�
　この賞は投稿者の中から実力の高さや一年間
の特選回数などを参考に選者が審査するもので、
末永さんの熱心な創作活動が評価されました。
歌壇の部の選者である伊藤一彦氏は「歌は持続
することが大事。楽しみながらいい作品を作って
ほしい」と激励されました。�
　末永さんの今後益々のご活躍を期待します。�
�

　西郷区の建設業(株)橋口組様より、ランドセルカバーが
教育委員会に寄贈されました。寄贈されたカバーは、黄色
のビニール製で、車
の運転者から見ても
よく目立ち、児童の
交通安全に役立つも
のです。�
　このランドセルカ
バーは田代小学校
の新一年生へ配布さ
れました。�
教育委員会�
�
�

「旭日小綬章」�
デザインは、日章を中心
に光線（旭光）が配され
ている。�
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＜目的＞�
●訪問員が一人暮らし高齢者等宅を中心に、定期的な訪問
　を行っていきます。�

●一人暮らし高齢者等の見守りや訪問、生活上の困りごと
　相談を行うことにより、一人暮らし高齢者等が地域で安　
　心して暮らせるよう支援します�

●有料サービスもご紹介します。たとえば、簡単な家事や買
　い物の代行などです。�

～オレンジ色のやぎマークのジャンパーが目印！～�
このジャンパーを着た訪問員が各地区を巡回訪問してご相
談にのります。相談員はすべて美郷町社会福祉協議会の職
員です。�
�

　人権擁護委員は、それぞれの市町村で国民の基本的人権が侵害されないよう
に絶えず監視し、もし、侵害があった場合には、その相談相手になり、適切な処置
を講ずることによって救済を図り、また、人権思想の普及高揚にも努めています。�

人権相談の具体例�
○離婚や扶養、相続など、家庭内で問題がおこった。　　�

○家主や地主から一方的に追いたてられている。　　　�

○体罰や「いじめ」を受けている。　　　　　　　　　　�

○公務員による暴行や不当な取扱いを受けた。　　　　　�

�

○高齢者、子どもが虐待を受けている。�

○セクシャル・ハラスメントを受けている。�

○変なうわさをたてられ、名誉や信用を失った。�

○近隣間の騒音、悪臭、ばい煙などになやまされている。など�

�

★ 常設人権相談所�
　　　　法務局・地方法務局またはその支局で毎日(土日祝日を除く)開設しています。�
　　　　宮崎地方法務局延岡支局　1０９８２ - ３３ - ２１７９�

★その他の相談ダイヤル�
　　　　子どもの人権１１０番　　 1０１２０ - ００７ - １１０　(フリーダイヤル)�
　　　　女性の人権ホットライン　1０５７０ - ０７０ - ８１０　(ナビダイヤル)�
�
�
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※他にも新刊があります。お問合せください。�

相談内容については、秘密を守ります。 相談は無料で、むずかしい手続きもいりません。�
�

★ 特設人権相談所�

市町村役場、公民館などで、臨時に開設しています。�
�
�

�

美郷町特設人権相談所を開設します�
●日時　６月１０日(木)　午前１０時から午後３時まで�

●場所　北郷区総合保健センター　�

�
�

�

美郷町人権擁護委員のご紹介　�
【南郷区】甲斐保男　(1５９ - ００９３)�
【西郷区】富田紘之　(1６６ - ２４８１)　　三股ふくえ　(1６６ - ２０７８)�
【北郷区】川西和生　(1６２ - ５０１８)　　川西一雄　　(1６２ - ６００２) �
�

６月１日は人権擁護委員の日です�
人権擁護委員はあなたの相談相手です�
�

人権擁護委員って�
こんな人�

「遺言のすすめ～相族を争続としないために～」�
●とき　６月１日(火)　午前１０時～１１時�
●場所　日向市中央公民館　●定員　３０人程度　※受講料無料�
●お問合せ：延岡地方法務局　1０９８２ - ３３ - ２１７９まで�
※同日午前１１時～午後３時までは公証人も相談をお受けします。(無料要予約)�
�

延岡公証人役場公証人による講演会のお知らせ�

　人権擁護委員は、それぞれの市町村で国民の基本的人権が侵害されないように絶
えず監視し、もし、侵害があった場合には、その相談相手になり、適切な処置を講ずる
ことによって救済を図り、また、人権思想の普及高揚にも努めています。�

電話�



�

�

　4月からこども手当制度が始まりました。本年3月まで児童手当受給者対象者については、
手続きは必要ありません（ただし、下記の「子ども手当現況届」は必要ですので、ご留意下
さい。）が、新たに子ども手当の対象となる子ども（原則として新中学2年生、3年生）がいる
場合や今年3月まで所得制限等で児童手当を受給出来なかった方は新たに申請手続きが
必要です。�
　すでに、対象者がいる世帯には申請書の案内を送付しておりますが、対象者のいるのに
申請の案内が届いていない世帯等については、各支所福祉保健課にお尋ねください。�
　なお申請手続きが届いているのに申請手続きを済まされていない方は、早めに各支所
福祉保健課にて手続きをしてください。�
�
�

　4月から子ども手当制度が開始されましたが、子ども手当受給者は、「子ども手当現況届」により6月１日の状況を町
長に提出しなければなりません。（公務員を除きます。）�
　この届けは子ども手当の受給者が引き続き手当を受けられるかどうかを確認する大切は手続きです。届けをしま
せんと受給要件に該当していても、6月以降手当が受けられないことになりますので、十分気をつけてください。�
�
１．提出に必要な書類は各支所の福祉保健課より送付いたしますが、6月上旬を過ぎても関係書類が届かない場
　合は各支所にお問い合わせ下さい。�
�
2．現況届の受付期間�
　6月1日から6月30日（土・日を除く）　午前8時30分から12時　午後1時から5時15分�
�
3．提出先（問い合わせ）�
　南郷区　南郷総合保健センター　1６６ - ４０７０　　　　西郷区　西郷支所福祉保健課　1６６ - ３６１０�
　北郷区　北郷支所福祉保健課　　1６２ - ６２０２�
�
（注）なお　4月、5月に新規認定請求をされた方については、認定請求日以降6月1日までの間に監護状態や被用者、
非被用者の区分に変更があった場合は、届けが必要ですので上記提出先にお問い合わせ下さい。�
�
�
�
�

　町道・県道・国道と、それぞれの道路管理者が日頃から道路巡視等を行って道路の安全管理につとめているところで
すが、すべての状況を常に把握することは誠に困難です。�
　つきましては、住民の皆様方が道路の異常箇所等を発見された場合には、速やかにその情報を道路管理者まで情報
提供してくださるようご協力をお願いします。�
�
１　道路の異常箇所等例�
　・ 道路の穴ぼこ、路面陥没等　・ 側溝蓋の破損、隙間の広い箇所　・ 防護柵がなく、転落等の危険のある箇所�
　・ 落石、動物の死骸　・ 立竹木が車道へ倒れ、通行に支障のある箇所�
�
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　これまで、急性散在性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）などの副反応により、接種を見合わせていた日本脳炎の予防接種は、新
しいワクチンでの接種が平成２１年6月より実施されています。この際、国の方針として、積極的な接種勧奨は行わず、
最終的な接種判断は保護者で決めていただいておりました。�
しかし、本年度から第１期の標準的な接種期間に該当する方（３歳～４歳未満児）に対して日本脳炎の予防接種推奨
を行うことになり、それに伴い、美郷町でも３歳児の方を対象に日本脳炎の集団予防接種を町内で実施することにな
りました。�
　希望される方は期日１週間前までに各支所福祉保健課までご連絡ください。�
　尚、今回使用する日本脳炎ワクチンは第１期追加、第2期は対象外となりますのでご了承ください。（下記「日本脳炎
ワクチン予防接種について」参照）�

　新しいワクチンは第Ⅰ期（生後６か月～９０か月未満）のワクチンとしては使用できますが、第２期（９歳～１３歳未満）
のワクチンとしては、現段階ではまだ使用できません。�
※今回、対象外になる児（３歳～４歳児を除く生後６～９０か月未満児）の保護者の方で予防接種を希望される
方は各支所福祉保健課までお問い合わせください。�
※対象年齢を過ぎているお子さんが接種を希望される場合は、任意接種（自己負担）となります。�

日本脳炎とは、どのような病気ですか？�
　日本脳炎ウイルスの感染によっておこる中枢神経（脳や脊髄など）の疾患です。ブタなどの動物の体内でウイルス
が増殖された後、そのブタを刺したコダカアカイエカ（水田等に発生する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって感
染します。�

日本脳炎の症状は、どのようなものですか？
　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状なく経過する（不顕性感染）場合がほと
んどですが、症状が出るものでは、６～１６日間の潜伏期間の後に、数日間の高熱、頭痛、
嘔吐などで発病し、引き続き急激に光への過敏症、意識障害、けいれん等の中枢神経系
障害（脳の障害）を生じます。大多数の方は、無症状に終わるのですが、脳炎を発症した
場合２０～４０％が死亡に至る病気と言われており、幼少児や高齢者では死亡の危険は大
きくなっています。�
�
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　“がん”は、日本人にとって国民病とも言える存在です。国民の2人に1人が“がん“になり、3人に1人が”がん“で亡く
なっています。�
　がんは医学の進歩により、早期に発見すれば治る率が高くなっています。検診では症状の出ない早期のうちにが
んを発見できます。�
 �
�

�

　がん検診は、検診後も大切です。
一次検診では「スクリーニング」と
いって、健康な人と、多少でもが
んの可能性が疑われる人を見極
めてふるいわけます。異常なしの
方は、今後も定期的に受けていき、
もし、精密検査が必要になった方
は必ず医療機関で2次検診を受け
ましょう。�
�
　検診を受けたことがない人はぜ
ひ今年から、いつも受けている人
はこれからも定期的にがん検診を
受けましょう。�
�

「広げよう噛むから始まる健康づくり」�

　ハンセン病とは、1873年にノルウェーのハンセンが発見
した「らい菌」の感染によって、皮膚とおもに皮膚や筋肉に
張りめぐらされた末梢神経などがおかされる病気です。ら
い菌の毒力はごく弱く、感染しても発病することはほとん
どありません。それに今では、よく効く薬があり、完全に治
る病気になりました。しかし、昔はらい病と言われ、効く薬
もなく、顔や手足などに目立つほどの跡を残すこともあっ
たので、恐ろしい伝染病のように思われ、らい予防法で強
制的に療養所に閉じ込められてきました。�
　このような経緯から人間として生きる権利をふみにじる
ような「らい予防法」は、もともと必要がなかったことも明ら
かになり1996年に廃止されました。それでもまだ、悪い恐
ろしい病気という間違った考え方が一部に残っており、患
者さんや家族の人たちを苦しめています。�
　ハンセン病について正しく理解し、患者・元患者のみな
さんに対する偏見や差別をなくしましょう！�
�

　8020運動（はちまるにまるうんどう）とは満80歳で20本以上の歯を残
そうとする運動のことです。20本以上の歯を持つ高齢者は寝たきりと
なることが少ないという報告がされています。自分の歯で、自分の口か
ら食事をとることは、いつまでも人生を豊かに楽しく過ごすためには大
切なことです。�
　歯を失う原因で最も多いのは歯周病で35歳から急に増えてきます。
歯周病は、糖尿病や心筋梗塞を悪化させることもわかってきています。�

�

�
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全
国
の
状
況�

　
今
、
日
本
全
体
で
医

療
崩
壊
に
関
す
る
ニ
ュ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
の
絶
対
数
の
不
足

だ
け
で
な
く
、
診
療
科

と
地
域
の
偏
在
を
解
消

で
き
な
け
れ
ば
、
日
本

の
医
療
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
と
言
う
事
で
す
。

中
山
間
地
域
、へ
き
地
、

離
島
の
医
療
機
関
で
の

医
師
確
保
は
、
非
常
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
そ
の
地
域

を
支
え
る
２
次
・
３
次

の
救
急
機
能
も
低
下
し

て
し
ま
い
厳
し
さ
に
拍

車
を
か
け
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
背
景
に

は
、
医
師
不
足
ば
か
り

で
は
な
く
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
が
よ
り
専
門
医
療

へ
の
思
考
が
強
ま
り
、

医
師
も
そ
の
方
向
に
向

か
う
傾
向
が
高
ま
っ
た

結
果
、
医
師
の
流
れ
が

地
方
の
大
学
医
局
か
ら

都
市
部
の
大
病
院
等
へ

と
向
か
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
す
。�

　

　
平
成
四
年
一
月
か
ら
西
郷
病
院

院
長
を
務
め
て
ま
い
り
、
平
成
二
十

二
年
一
月
よ
り
、
美
郷
町
地
域
包
括

医
療
局
の
総
院
長
と
西
郷
病
院
院

長
を
兼
任
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四

月
一
日
よ
り
総
院
長
専
任
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
診
療
も
続
け
な
が

ら
、
地
域
の
包
括
的
な
医
療
の
確
保

と
連
携
を
図
る
た
め
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
を
賜

り
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。�

�

　
こ
の
た
び
四
月
一
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
西
郷
病

院
院
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
に
一

層
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く

り
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
職
員
一

同
専
心
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

��

町
の
医
療
　�

　
美
郷
町
は
平
成
十
八
年
一
月
に

三
つ
の
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
現
在
三
つ
の

国
民
健
康
保
険
の
医
療
機
関
が
あ

り
ま
す
。
診
療
は
、
内
科
・
整
形
外

科
を
中
心
に
放
射
線
科
や
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
る
べ
く
、
総
合
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
南
郷
区
・
西
郷
区
で

は
、
土
日
な
ど
の
休
診
時
の
支
援

と
し
て
宮
崎
大
学
医
学
部
か
ら
医

師
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
か
ら
は
、
北
郷
区
で
の
救

急
患
者
の
西
郷
で
の
受
入
れ
連
携

を
、
今
年
四
月
か
ら
は
、
医
師
が

一
名
と
な
っ
た
南
郷
区
へ
西
郷
か

ら
昼
間
の
診
療
と
夜
間
の
当
直
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
千
代

田
病
院
・
宮
崎
大
学
医
学
部
か
ら

も
平
日
の
診
療
応
援
を
受
け
て
い

ま
す
。�

　
今
後
も
医
療
を
取
り
巻
く
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
町
の
医
療
体
制
の
維
持

に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
今
年
四
月
か
ら
南
郷
診
療
所

と
西
郷
病
院
の
診
療
体
制
が
変
わ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
へ
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
引
き
続
き
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

��

西郷病院が三年目
となります。患者さ
んの立場に立った
診療を心掛けてい
ます。�

西米良診療所より
参りました。南郷診
療所にも代診医と
して週一回いって
おります。よろしく
お願いいたします。�
�

毎週火曜日の午前
中、整形外科の担
当をしております。
よろしくお願いいた
します。�
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戦没者追悼式�

　
４
月
25
日
、
五
十
鈴
川
で
恒
例
の「
ヤ
マ
メ
釣
り

大
会
」が
、
春
空
の
な
か
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
北
郷
商
工
会
青
年
部（
甲
斐
俊
一
部
長
）が

主
催
し
、
豊
か
な
自
然
と
五
十
鈴
川
の
清
流
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で

13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
当
日
は
町
内
外
か
ら
１
５
０
名
が
参
加
し
、
遠
く

は
北
九
州
や
佐
賀
か
ら
も
腕
自
慢
が
集
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
教
わ

り
な
が
ら
、
元
気
に
釣
り
や
つ
か
み
取
り
大
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
は
、
ヤ
マ
メ
の
塩

焼
き
が
振
る
舞
わ
れ
、
山
の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後

は
再
び
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、「
清
流
・
五
十
鈴
川
」と

胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
、
住
民
み
ん
な
で
今
後
も

美
し
い
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

�

　
梅
雨
の
季
節
の
訪
れ
と
と
も
に
、

あ
じ
さ
い
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。�

　
椎
野
地
区
の
方
々
が
、
20
数
年
か

け
て
心
を
込
め
育
て
た
あ
じ
さ
い
が
、

も
う
す
ぐ
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。�

　
期
間
中
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
接
待
や
販
売
、
ま
た
週
末
に
は

商
工
会
女
性
部
に
よ
る
う
ど
ん
や
特

産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
癒
し
の
郷「
椎
野
あ
じ
さ
い

ロ
ー
ド
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

�

※
シ
ー
ズ
ン
中
の
土
日
は
、
町
道
椎

野
中
小
屋
線
は
、一
方
通
行
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�【
見
ご
ろ
】６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬�

【
お
問
い
合
わ
せ
】�

美
郷
町
役
場
北
郷
支
所
地
域
政
策
課  

　
1
０
９
８
２- 

６２
 - 

６
２
０
１��

�
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　毎年の恒例となっている美郷町梅部会による梅の
収量調査が５月１４日（金曜日）に南郷区内で行われま
した。南郷区には、水清谷地区を中心に約８haの梅園
が存在します。全国的には、天候不順の影響で梅の
不作が報じされておりますが、南郷区では、平年並み
の収穫量を見込める結果となりました。�

　神門保育所では、園庭開放をしています。�
　入園していないお子さんを連れて保育所に遊
びに来ませんか。園児と一緒に楽しい時間を過ご
してください。�
　お弁当持参で、一緒に食べてもらってもＯＫです。�
�

●開放日：�
６月１８日（金）、　７月１６日（金）、８月２０日（金）、
１０月１９日（火）、１１月１９日（金）、１月２１日（金）、
２月１８日（金）�

●時　間：午前９時３０分～１１時�

●問合せ先：美郷町立神門保育所�

　　　　　  1５９ - 0288�
�

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
５
月
１
日

（
土
）か
ら
５
日（
水
）に
、
南
郷
温
泉
に
お
い
て

「
百
済
の
里
南
郷
温
泉
春
祭
り
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
開

催
し
て
い
た
百
済
の
館
周
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト（
サ

ム
ル
ノ
リ
等
）は
中
止
し
ま
し
た
が
、
南
郷
温

泉
で
は
来
館
者
に
対
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
駐
車
場
の
一
角
で
は
薬
膳
う
ど
ん
や
鹿
の
竜

田
揚
げ
、
美
郷
町
産
生
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
、

ま
た
館
内
で
は
泉
し
ゃ
ん
体
験
ま
つ
り
や
ど
ん

タ
ロ
フ
ェ
イ
ス
エ
ス
テ
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
定
食
の

販
売
な
ど
を
お
こ
な
い
、
来
館
者
の
方
に
大
変

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
２
日（
日
）に
は
、
美
郷
町
国
際
交
流

員
金
素
娟（
キ
ム 

ソ
ヨ
ン
）さ
ん
と
、
宮
崎
県

国
際
交
流
員
チ
ョ 

ヘ
ミ
ン
さ
ん
に
よ
る
花
の
苗

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、
来
館
さ
れ
た
方

は
花
を
受
け
取
り
、一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た

り
し
て
い

ま
し
た
。�

　
福
祉
工

房
ゆ
め
た

ま
ご
も
１

日
（
土
）
〜

３
日
（
月
）

ま
で
温
泉

横
の
農
産

物
販
売
所

を
使
っ
て

ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
や

手
さ
げ
袋
、

き
ん
ち
ゃ
く
、

花
の
苗
等

を
販
売
し
、

こ
ち
ら
も

好
評
で
し
た
。�

�

　
始
め
ま
し
て
、
４
月
半
ば
か
ら
南

郷
支
所
の
地
域
政
策
課
で
国
際
交
流

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
金
素
娟
と

申
し
ま
す
。
こ
の
南
郷
区
で
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
場
所
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
韓
国
の
大
田
出
身
で
す
。
日

本
に
は
留
学
や
旅
行
で
何
回
も
来
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
宮
崎
は
初
め

て
で
す
。
暖
か
い
南
の
国
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
し
た
が
、
寒
く
て
寒
く

て
ビ
ッ
ク
リ
！！
で
も
何
か
暖
ま
る
山

の
中
、
き
れ
い
な
空
気
、
清
ら
か
な
川
、

ず
っ
と
続
く
自
然
の
音
。
そ
し
て
何

よ
り
も
周
り
の
温
か
い
心
。
何
か
ら

何
ま
で
気
に
い
る
こ
と
ば
っ
か
り
で

毎
朝
目
覚
め
る
の
が
幸
せ
、
毎
日
毎

日
が
楽
し
い
で
す
。�

　
た
っ
た
一
つ
。
活
発
な
性
格
で
韓
国

で
は
家
に
い
る
よ
り
出
か
け
て
い
る

時
間
が
多
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
こ

こ
に
来
て
か
ら
は
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
る
時
間
が
増
え
た
の
が
ち
ょ
っ

と
残
念
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で

も
今
月
か
ら
生
け
花
を
始
め
ま
し
た

し
、
他
に
も
様
々
な
活
動
が
あ
る
よ

う
で
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
特
に

趣
味
が
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
あ
り
、
背

の
せ
い
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
こ
と

は
な
い
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

実
は
ま
っ
た
く
な
い
ん
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
誘

っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、こ
こ
の
生
活
に
も
っ
と
慣
れ

た
ら
、
宮
崎
に
つ
い
て
、
美
郷
に
つ
い

て
も
っ
と
も
っ
と
深
く
、
幅
広
く
感

じ
た
い
、
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
今
ま
で
と
は
違
う
環
境
で
の

生
活
の
た
め
、
間
違
っ
た
行
動
を
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。�

　
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
と
の
沢
山
の

触
れ
合
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

花の苗配布�ゆめたまごも出店�

　
今
年
で
４
年
目
と
な
る
、
全
日

本
ラ
リ
ー
の
第
２
戦
、「
ひ
む
か
ラ

リ
ー
１
０
in
美
郷
」が
５
月
７
日（
金
）

か
ら
９
日（
日
）ま
で
、
南
郷
・
西
郷

区
内
の
林
道
を
使
用
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
口
蹄
疫
の
関
係
か
ら
開
催
も
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
主
催
者
と
参

加
者
の
協
力
の
も
と
、
ラ
リ
ー
車

や
関
係
者
車
両
、
町
外
か
ら
の
観

戦
者
の
車
等
の
消
毒
を
お
こ
な
い
、

無
事
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
８
日（
土
）９
時
か
ら
は
、
南
郷

支
所
下
で
セ
レ
モ
ニ
ア
ル
ス
タ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
昨
年
を
上
回
る
40

台
の
カ
ラ
フ
ル
に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ

た
ラ
リ
ー
車
が
、
町
内
外
の
観
衆

に
応
援
さ
れ
な
が
ら
、
１
台
ず
つ

コ
ー
ス
へ
と
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。�

　
日
本
一
整
備
さ
れ
た
美
し
い
林

道
と
い
わ
れ
る
コ
ー
ス
を
使
っ
た

ラ
リ
ー
の
た
め
、
今
年
も
林
道
横

に
設
置
さ
れ
た
観
戦
場
所
に
は
、

２
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
集
ま

り
、
エ
ン
ジ
ン
音
を
轟
か
せ
砂
煙

を
巻
き
上
げ
な
が
ら
走
り
抜
け
て

い
く
迫
力
あ
る
走
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。�

�

入念な消毒作業�
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お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
。�

 

【
応
募
・
問
合
せ
】�

地
域
政
策
課
1
66 - 

３
６
０
９�

保
護
者
か
ら�

　
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。
姉
ち
ゃ

ん
と
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。�

保
健
師
か
ら�

　
乳
歯
は
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
、
む
し
歯
に
な

る
と
も
の
が
う
ま
く
噛
め
な
く
な
っ
た
り
、
永
久

歯
の
歯
並
び
が
悪
く
な
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
時
代
か
ら
楽
し
く
歯
磨
き
で
き
る
練

習
を
す
る
ほ
か
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
口
腔

内
の
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
家

族
揃
っ
て
口
の
中
の
健
康
を
保
て
る
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。�

��

美
郷
美
郷
の

 

む
ぞ
ら
し
�
宝

む
ぞ
ら
し
�
宝

美
郷
の

 

む
ぞ
ら
し
�
宝

　
西
郷
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
第
74
回
大
会
が
、
４
月
18

日
北
郷
区
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
チ

ー
ム
は
、
50
代
が
13
チ
ー
ム（
73
名
）、

60
代
が
６
チ
ー
ム（
30
名
）の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
50
代
は
新
メ
ン
バ
ー

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
田
代
愛
好
会

が
初
め
て
の
頂
点
に
輝
き
、
見
事
に

優
勝
杯
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
60
代
は
厳
し
い
試

合
結
果
と
な
り
、
勝
率
・
セ
ッ
ト
率

の
差
で
の
判
定
と
な
り
、
３
大
会
ぶ

り
に
花
水
流
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
次
回
75
回
大
会
も
是
非
優

勝
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
練
習

に
励
ん
で
下
さ
い
。�

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。�

�

7474

�

 

平
安
時
代
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
田
代
神
社
の「
御
田
祭
」

が
７
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
す
。�

  

協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
７
月
３
日
に
恒
例
の
納
涼
花

火
大
会
や
美
郷
芸
能
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
、
御
田
祭
の
里

ふ
れ
あ
い
前
夜
祭
、
ま
た
第
18
回
日
向
田
植
唄
全
国
大

会
予
選
会
等
が
行
わ
れ
、
祭
当
日
の
７
月
４
日
に
は
、
上

円
野
神
社
の
降
神
神
事
で
始
ま
り
、
各
種
様
々
な
祭
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
　�

　
ま
た
、
う
ま
い
も
ん
広
場
の
開
設
や
四
半
的
大
会
も

行
わ
れ
ま
す
。�

  

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
御
田
祭
に
ご
家
族
揃
っ
て
お
い

で
く
だ
さ
い
。�

  

当
日
は
、
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
を

ご
利
用
の
方
は
乗
り
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。�

　
※
以
上
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
口
蹄
疫
の
関
係
に

よ
り
行
事
の
中
止
や
変
更
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
予
め
ご

了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�
三遊亭歌之介�

　
お
は
な
し
サ

ー
ク
ル
「
ぐ
り

と
ぐ
ら
」
は
、

保
育
所
や
幼
稚

園
で
月
２
回（
９

時
30
分
〜
）
、

図
書
館
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
月
１
回

の
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
紙
芝
居
を

読
ん
だ
り
、
手
遊
び
を
一
緒
に
し
た
り
と
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
も
ら
っ
て
、
メ
ン
バ
ー

は
若
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
読
む
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
と
い

う
人
も
全
然
大
丈
夫
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ
て
、
昔
話
を

し
て
く
れ
た
り
、「
げ
ん
こ
つ
山
の
狸
さ
ん
」

の
手
遊
び
を
し
て
く
れ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち

は
、
も
う
大
喜
び
で
す
。
た
く
さ
ん
の
元
気

と
子
ど
も
の
笑
顔
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
よ
。�

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
東
　
久
美�

1
０
９
８
２ - 

６６ - 

２
１
７
６�

美
郷
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課�

西
郷
事
務
所�1

０
９
８
２ - 

６６ - 

２
１
３
０��

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に�

絵
本
を
読
ん
で�

み
ま
せ
ん
か
？�

７
月
３
日（
土
）　
御
田
祭
前
夜
祭
・
納
涼
花
火
大
会�

７
月
４
日（
日
）　
御
田
祭�

�

Ａｓａｍｉ�

大沢あすか�

昨年度　フォトグランプリ作品�

　
西
郷
図
書
館
で
始
ま
っ
た
親

子
サ
ー
ク
ル
も
７
年
目
に
入
り
、

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」と
名
前
が
つ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
か
ら
図
書

館
主
催
に
な
り
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。�

　
内
容
は
こ
れ
ま
で
同
様
絵
本

を
中
心
に
手
遊
び
・
簡
単
な
工

作
を
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
等

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
都
合

の
良
い
と
き
に
お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。�

�

●
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日�

●
午
前
11
時
か
ら
１
時
間
程
度�

●
参
加
料
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
西
郷
図
書
館�
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